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やバラム川といった大きな河川沿いに湿地が広 く分布 し,そこでは湿地田稲作が米作 りの中心
となっている｡さらに,類似 した稲作は,東南アジア島峡部の熱帯湿潤気候区,すなわちマレー
半島,スマ トラ,ボルネオ,スラウェシ, ミンタサ オなどの海岸近 くで普遍的に見 られる [高
谷 1990:76]｡
こうした湿地田稲作およびそれに類似 した稲作は,人間の営為をむやみに加えない,東南ア






でなく,直播 (散播)が見 られたことである｡ しかも,散播は近年おこなわれるようになった
のではなく,過去においては,むしろ散播が植付けの中心であったようだ｡また,湿地田はカ
ヤツリグサ科草地ばかりでなく,林地やイネ科草地でも開かれ,本田準備の除草は,山刀での

































川沿いの湿地である｡ 村は, ミリからミリ･ピントゥル道路 (以下MB道路と記す) をピン

































実際の在村者数は少なくなり,村びとの出入りは激 しかった｡1995年 6月～ 1996年 5月の 1
年間のうち6カ月以上在村 した者は262人であった｡N村のほとんどの村びとはイバンである
が, 6人の華人男性と, 1人のカダザンKadazan5)男性が村の女性と結婚 していた｡
1995年 6月～ 1996年 5月の 1年間に, 各世帯がおこなった生計を支えるための活動とその
実施世帯数 (括弧内)は,湿地田稲作 (38),焼畑での作物栽培 (14),野菜栽培および販売 (8),
コショウ栽培および販売 (28),果樹栽培および果実の販売6)(16),家畜飼育および販売7)(68),
漁携 (46),狩猟 (36),木材伐採 ･製材および販売 (23),ラタン寵の製作と販売 (56),雑貨

































8月中旬か ら本田準備が始まった｡二次林 (temuda9)) を開いたのは,稲作をおこなった38
世帯中 4世帯 とわずかであった｡二次林は,以前の湿地田が放棄され,そこが森林に回復 した
場所であった｡休閑期間は7- 10年弱ほどで,樹木は大きいもので二の腕はどの太さ10)であっ
た｡
林地での本田準備の手順は,まず,林床の下草,ツル類,低木を山刀 (duku)で刈 り取 り,
1- 2週間の乾燥期間をお く｡ その後,チェンソー,斧,山刀を使って高木を伐採 した｡ これ
は男が中心となる仕事で,特にチェンソーの使い手はすべて男であった｡伐採木は2週間はど

















写実 l カヤツリグサ (Scleria sumatrensis 写真2 タイワンアシカキ (LeeTSiahexandra
Retz.)草地 :高さ1.5-2.2m程度, Sw.)草地 :高さ50cm程度で,根元
根元直径が5mm程度の大型多年草が 直径が1-2mm程度のイネ科が優占
優占する｡ する｡
mm程度,以下,カヤツリグサ)が優占する草地 (以下,カヤツリグサ草地)である (写真 1)0
もうひとつは,エンクロポッenkropok(LeersiahexandrlaSw.)と呼ばれるイネ科のタイワン
アシカキが優占する草地である｡タイワンアシカキは高さ50cm程度で,根元直径は1-2






































除草剤によって枯れた草は, しばらく放置 ･乾燥後,火入れ ･焼却された｡その後, 1カ月
















































































作 業 頬 型 主 な 作 業 の 流 れ
敬81 (林地伐採型) 林床のツル.草木類の伐採-林木の伐採-火入れ一散播-山刀による除草-間引き移植 - 収穫
播 82 (山刀除草型) 山刀による除草 - 火入れ一散播-山刀による除草-間引き移植 - 収穫
壁B3(山刀除草.補樽型) 山刀による除草 - 火入れ一散播-山刀による除草-間引き移植と補植-収穫
拷Tl(山刀除草型) 山刀による除草 - 火入れ - 山刀による除草 - 移植 - 収穫
植 T2(山刀.除草剤除草型)山刀による除草 - 火入れ - パラコートによる除草 - 移植 - 収穫
型 T3(除草剤除草型) パラコートによる除草 - 火入れ - パラコートによる除草 - 移植 - 収穫
出所 :現地調査により筆者が作成｡
表2 筆別の植付け方法
作 業 類 型 筆 数 計
散 播 型 B123 4710 21
移 植 型 T123T2.T3 47106 27
出所 :現地調査により筆者が作成｡
表3 世帯別の植付け方法
作 業 類 型 世帯数 計
散 播 型 Bl 4 152 3
B3 8





































して ミリの街頭で販売していた｡1996年 5- 6月頃の販売価格は,華人商人の屋形船に対 して
は2.0-2.5リンギット22)/kg(白米),ミリの街頭では3.4リンギット/kg(白米)であった｡
販売量,販売先,時期などは,各世帯の現金の必要性に応じて決まるが,収穫直後が最も頻繁



















































作業類型 主 な 作 業 手 順 と労 働 投 入 量 (入日/ha) 投入労働量計(人目/ha) パラコート購 入 費(リンギッ ) 収 量(籾垂kg/ha)
Bl 林床のツル.草木類の伐採-林木の伐採-火入れ一散播-山刀による除草-間引き移植 - 収穫 92 0 1,11012 4 0.5 0.5 5 10 60
B2 山刀による除草 - 火入れ-散播-山刀による除草-間引き移植 - 収穫 102 0
26 0.5 0.5 5 10 60
B3 山刀による除草 - 火入れ-散播-山刀による除草-間引き移植と補植-収穫 140 0 1,360
26 0.5 0.5 5 33 75
Tl 山刀による除草 - 火入れ - 山刀による除草 - 移植 - 収穫 177.5 0 1,610
26 0.5 5 56 90
2 - パラコートによる除草 - 4 -
26 0.5 1.5 56 90
































本田準備前の植生 連 作 年 数 (筆 数) 筆 数 計
初年 2年 3年 4年 5年 6年以上
敬 二次林 4 4






































は低 い (子の平均年齢 15歳)｡ このような世帯では,家計を支えるのは一組の夫婦であった｡
農繁期以外 は妻 のみが稲作に,夫 は出稼 ぎなどに従事 し,農繁期のみ夫が帰村 し稲作を手伝 う
表 6 散播世帯と移植世帯の状況
植付け方法 世 帯 の 主 な 状 況 栽 培 方 法 等 主な作業類型 と実施世帯数 田の平均面積(ha)
散播12世帯 作業者が 1- 2人 と少なく,高齢 散播のみの作業類型 B2で広い田 B2 3世帯 0.86
(平均60歳)または病み上がりの世 を作る場合と,小さい田に散播後
帯o高齢作業者の世帯は彼らの子世 に補植をするB3によりおこなう B3 5世帯 0.40
代が出稼ぎ等で生計をたてていたo 場合があったo
3人の壮齢の作業者がいる○世帯内で親世代が稲 の中心となり,子世代が出稼ぎをしていたo 毎年,散播後に補植する (B3)o B3 1世帯 1.12
1- 2人の壮齢 (43歳)の作業者 本来は移植世帯であるが,調査年 Bl 3世帯 0.69
がいるo では二次林に田を開いたため,敬播をおこなったo
移植15世帯 壮齢 (平均42歳) の作業者が 1- カヤツリグサ草地に小さい田を開 T12 4世帯 0.43
2人いる世帯o子が若齢で就業していな ため,一組の夫婦のみが家計を支え o夫は出稼ぎをし,妻が稲作をし き,移植をおこなった○
壮齢 (平均51歳) の作業者が2- カヤツリグサ草地またはタイワン T2 8世帯 0.64
3人いる○世帯は2-4世代から構 アシカキ草地に中程度の面積の田
成され,子世代が出稼ぎをし,親世代が稲作をしたo を開き移植をおこなった○ 3
壮齢 (平均 39歳) の作業者が3- 主に除草剤を使いタイワンアシカ T3 3世帯 1.69
4人いるo世帯は2-4世代から構 キ草地に田を開き移植をおこなつ
成され,子世代が出稼ぎをし,稲作作業の中心となる親世代に子らが加わったo米を売 ため積極的にがおこなわれたo た o





作業者が高齢 (平均60歳) の世帯 高齢作業者の世帯では,主に散播 B3とT2 2世帯 0.78
と,夫の出稼ぎにより通常の作業が でおこなわれたo作業者が 1人の








































Ⅵ お わ り に
これまで,東南アジア島峡部の熱帯湿潤気候下の湿地における稲作の特徴のひとつは移植と































































黒滞 健.1994.｢直播栽培｣『農学大事典』野口弥吉;川田信一郎 (監修),1300-1303ページ所収.東京 :
養賢堂.
Padoch,C.1982.MigrationandItsAlternativesamongtheIbanofSarawak.Leiden,Netherland:The
Hague-MartinusNijhoff.
Pringle,R.1970.RajahsandRebels:TheIbanofSarlaWakunderBrookeRule,1841-1941.Ithaca,N.Y∴
CornelUniversityPress.
Seavoy,R.E.1973.TheTransitiontoContinuousRiceCultivationinKalimantan.Annalsofthe
93
東南アジア研究 38巻 1号
AssociationofAmericanGeogrlaPhers63(2):2181225.
Sutlive,Ⅴ.H.1972.From LonghousetoPasar:UrbanizationinSarawak,EastMalaysia.Ph.D.
dissertation.AnnArbor,Michigan:UniversityMicrofilms.
.1992.TheIbanofSarawak.KualaLumpur:S.AbdulMajeed&Co.
高谷好一.1978.｢水田の景観学的分類試案｣『農耕の技術』創刊号 :5-42.
.1990.『コメをどう捉えるのか』東京 :日本放送出版会.
94
